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論文審査の結果の要旨  
 
学位申請者 SARIRANYA PROMSON 
 
本論文は、「Numerical Study on Thrust Performance in Pulsed Diagonal MHD 
Accelerator(数値解析によるパルスダイアゴナル型 MHD 加速機の推進性能に関する研究 )」
と題し、6 章より構成されている。第１章「Introduction」では、主に宇宙推進機の種類
とともに特に電気推進機の特徴と本研究対象である MHD 加速機の特徴、課題について示
し、本研究の目的と範囲を述べている。  
第 2 章「Diagonal MHD Accelerator」では、本研究で着目したダイアゴナル型 MHD 加
速機の原理を詳述するとともに、本研究に先行して行われたパルスダイアゴナル型 MHD
加速機実験について概説し、その特徴と理論的背景について述べている。  
第 3 章「Investigation of MHD Acceleration Performance against Design Parameters」
では、パルスダイアゴナル型 MHD 加速機内の電流密度分布を解析するためのモデルと 1
次元電磁流体シミュレーションモデルと数値解析モデルについて詳述してある。電流密度
分布解析モデルにより、電流密度ベクトルが磁束密度の大きさと電極の設置角 (ダイアゴナ
ル角 )の関係で決まることが明らかとなった。また、上記シミュレーションで得られた電流
密度分布を縮約し、1 次元電磁流体シミュレーションモデルによって推力の検討を行った。
その結果、ダイアゴナル型 MHD 加速機の推力を増大させるためには、電磁流体の流れ方
向と垂直な電流密度ベクトルを実現する必要があり、それを実現できる磁束密度の大きさ
とダイアゴナル角を見出した。また、推力の磁束密度依存性およびダイアゴナル角依存性
から実験結果で得られた傾向を概ね再現することができた。このことから、パルスダイア
ゴナル型 MHD 加速機の推力の改善には、放電後のプラズマパラメータを用いて磁束密度
の大きさとダイアゴナル角を設計すれば良いことを明らかにした。  
第 4 章「Investigation of MHD Acceleration Performance against Pulse Duration」で
は、放電電流のパルス幅に対して推力および推進性能の一つである推力電力比の依存性を
検討した。その結果、パルス幅を延ばすことで推力が大きくなるが、必要となる電力が大
きくなる。このため、推力電力比が最大となるパルス幅が存在することを示した。このパ
ルス幅は、流体の速度と MHD 加速機の特性長で決まる時間で概算できること示した。  
第5章「2-D Numerical Analysis in Pulsed Diagonal MHD Accelerator」では、2次元
電磁流体シミュレーションと電流密度分布解析モデルを併用することで、パルスダイアゴ
ナル型MHD加速機内の電磁流体挙動を解析した。その結果、実験結果で得られた推力の時
間変化を再現し、パルス放電時の電磁流体パラメータの時間変化を明らかにした。  
よって、本論文は工学上及び工業上貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文
として十分な価値を有するものと認める。  
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